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平
成
27
年
10
月
、
那
賀

町
は
「
徳
島
ド
ロ
ー
ン
特
区
」

に
認
定
さ
れ
て
以
来
、「
日

本
一
ド
ロ
ー
ン
が
飛
ぶ
町

に
!!
」
を
合
言
葉
に
、
安
全

で
安
心
な
ド
ロ
ー
ン
の
利
活

用
に
よ
る
〞ま
ち
お
こ
し″

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
加
速
す
る
人
口
減
を
食
い

止
め
る
施
策
の
一
環
と
し
て
、

四
季
折
々
に
変
化
す
る
美
し

い
大
自
然
を
織
り
交
ぜ
、
町

が
推
進
す
る
ま
ち
お
こ
し
施

策
を
リ
ア
ル
に
紹
介
し
な
が

ら
、「
行
っ
て
み
た
い
・
住
ん

で
み
た
い
が
想
像
で
き
る
」
を

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
那
賀
町

Ｐ
Ｒ
ド
ラ
マ『
若
葉
の
こ
ろ
に
』

の
制
作
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
都
会
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
た

町
出
身
の
主
役
男
性
が
、
実

在
す
る
新
設
の
ド
ロ
ー
ン
推

進
室
に
配
属
さ
れ
、
ド
ロ
ー

ン
レ
ー
ス
大
会
の
計
画
や
ド

ロ
ー
ン
の
林
業
活
用
を
進
め
る

と
同
時
に
、
移
住
し
て
き
た

親
子
と
の
ふ
れ
あ
い
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
ド
ロ
ー
ン
が

持
つ
映
像
の
可
能
性
を
活
か

し
た
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
ド
ラ
マ
の
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
は
８
月
の
予
定
で
、完
成
後
、

県
内
の
全
16
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
視
聴
で
き
る
「
け
ー
ぶ
る

12
」
で
放
送
す
る
ほ
か
、
日

本
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
連
盟
に

依
頼
し
首
都
圏
を
中
心
に
全

国
配
信
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
ド
ラ
マ
企
画
制

作
の
ね
ら
い
は
、
放
映
の
み

な
ら
ず
制
作
発
表
か
ら
始
ま

る
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
も
大

き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。
徳
島
県
内
外
を
問

わ
ず
全
国
か
ら
の
関
心
の
ボ

ル
テ
ー
ジ
を
段
階
的
に
上
げ

て
い
き
、「
徳
島
ド
ロ
ー
ン
特

区
」
と
し
て
の
取
り
組
み
を

幅
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
増
加
、Ｕ

Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
視
聴
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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支出

179,796,404円
合計

平成27年度 決算概要
去る6月10日に開催されました理事会並びに評議員会において、

平成27年度決算が承認されましたので、その概要についてお知らせいたします。

　
こ
の
経
理
は
、
会
員
及
び
被
扶

養
者
に
対
し
、①
給
付
事
業
（
入

院
見
舞
金
、
結
婚
祝
金
、
育
児
休

業
一
時
金
等
）②
厚
生
事
業
（
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
夏
期
保

養
施
設
、
文
化
教
養
講
座
の
開
催

等
）③
助
成
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
、

保
養
所
利
用
、
結
婚
旅
行
助
成
等
）

④
公
益
目
的
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。　

  

給
付
事
業

　入
院
見
舞
金
に
五
百
四
十
七
万

円
、
育
児
休
業
一
時
金
に
千
三
十

万
円
、
永
年
会
員
祝
金
に
五
百
八

十
五
万
円
、
退
職
餞
別
金
に
九
百

六
十
万
円
、
そ
の
他
の
給
付
と
合

わ
せ
ま
し
て
約
四
千
三
百
六
十
九

万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し

ま
す
と
約
八
十
二
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。 

　

  

厚
生
事
業

　ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
退

職
予
定
者
を
対
象
に
年
金
等
の
個

人
相
談
会
の
開
催
、
夏
期
保
養
施

設
の
開
設
、ま
た
、銀
婚
該
当
会
員
、

現
職
会
員
期
間
が
二
十
年
（
特
別

職
は
八
年
）
以
上
で
退
職
さ
れ
た

方
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈
呈
す

る
な
ど
、
厚
生
事
業
全
体
の
支
出

は
約
千
九
百
九
十
一
万
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
約
二
十
五
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

  

助
成
事
業

 

　
会
員
及
び
被
扶
養
者
の
人
間
ド

ッ
ク
受
検
費
用
の
一
部
助
成
、
ホ

テ
ル
千
秋
閣
や
県
内
の
指
定
公
営

宿
泊
、
県
外
の
宿
泊
施
設
の
宿
泊

料
の
一
部
助
成
等
、
助
成
事
業
全

体
の
支
出
は
約
六
千
三
十
三
万
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

十
四
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

  

公
益
目
的
事
業

 

　
一
般
財
団
法
人
と
し
て
行
う
公

益
目
的
事
業
は
、昨
年
五
月
に
「
サ

イ
エ
ン
ス
と
く
し
ま
電
子
版
」
を

県
内
の
中
学
校
等
に
寄
贈
し
、
作

成
費
用
と
し
て
約
七
百
十
万
円
を

支
出
し
ま
し
た
。

　
給
付
・
厚
生
・
助
成
・
公
益
目

的
事
業
費
用
に
管
理
費
等
そ
の
他

の
費
用
を
合
わ
せ
、
退
職
餞
別
金

引
当
金
、
退
職
記
念
品
引
当
金
の

積
増
を
行
っ
た
結
果
、
支
出
総
額

は
約
一
億
七
千
九
百
七
十
九
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
収
入
に
お
き
ま
し
て
は
、

会
員
数
の
減
少
に
よ
り
掛
金
・
補

助
金
収
入
は
約
一
億
五
千
八
百
五

十
四
万
円
と
な
り
、
利
息
及
び
配

当
金
等
の
そ
の
他
収
入
と
合
わ
せ
、

退
職
餞
別
金
引
当
金
、
退
職
記
念

品
引
当
金
、
公
益
目
的
事
業
引
当

金
の
戻
入
を
行
っ
た
結
果
、
収
入

総
額
は
約
一
億
八
千
五
百
四
十
六

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
決
算
の
結
果
、
当
期
利
益

金
と
し
て
約
五
百
六
十
七
万
円
が

生
じ
ま
し
た
。
当
該
利
益
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
前
年
度
よ
り
繰
越

し
て
お
り
ま
す
不
足
金
補
て
ん
積

立
金
に
充
当
処
分
し
、
平
成
二
十

八
年
度
の
不
足
金
補
て
ん
積
立
金

は
約
一
億
六
千
八
百
八
十
二
万
円

と
な
り
ま
す
。

　
　
　

 

　
こ
の
経
理
は
会
員
に
対
す
る
貸

付
事
業
と
各
種
保
険
の
取
扱
を
行

う
経
理
で
す
。
本
年
度
の
支
出
は

一
般
経
理
か
ら
の
借
入
金
に
対
す

る
支
払
利
息
及
び
管
理
費
等
と
合

わ
せ
て
、
約
千
五
百
三
十
二
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
収
入
に
つ

い
て
は
、
会
員
貸
付
金
に
対
す
る

利
息
収
入
、
共
済
フ
ァ
ミ
リ
ー
保

険
等
の
保
険
取
扱
い
に
よ
る
手
数

料
収
入
と
そ
の
他
収
入
と
合
わ
せ

て
千
七
百
三
万
円
余
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
当
期
利
益
金
と
し
て
、

約
百
九
十
七
万
円
が
生
じ
ま
し
た

の
で
、
前
年
度
か
ら
繰
越
し
て
い

る
不
足
金
補
て
ん
積
立
金
に
充
当

処
分
し
、
次
年
度
に
繰
越
す
不
足

金
補
て
ん
積
立
金
は
、
約
千
三
百

八
十
七
万
円
と
な
り
ま
す
。

給付費
43,688,400円

厚生事業費
19,914,258円

助成費
60,335,738円

退職餞別金
引当金積増
6,370,000円

退職記念品
引当金積増
4,453,556円

次年度繰越
支払準備金
5,681,000円

職員給与及び事務費
17,333,925円

公益目的事業費
7,100,166円

その他の支出
14,919,361円

6,734人

6,890人
（平成28年3月末現在）

14件

6件

20件
（平成28年3月末現在）

一般経理の状況会員数等の状況

会員貸付金の状況
収入

185,466,156円
合計

掛金
78,895,189円

補助金
79,646,189円

退職餞別金
引当金戻入
7,950,000円

退職記念品引当金戻入
5,613,556円

利息及び配当金等
706,056円

公益目的事業引当金戻入
7,100,166円

前年度繰越支払準備金
5,555,000円

2016.7  No.86

GOJYOKAI 
NEWS

現職会員数

被扶養者数

貸付種別 件  数 会員貸付金残高

住宅貸付

一般貸付

合　　計

27,048,401円

1,971,721円

29,020,122円

1

34

2 一
般
経
理

貸
付
積
立
経
理

2016.7  No.86

GOJYOKAI 
NEWS
2016.7  No.86

GOJYOKAI 
NEWS
2016.7  No.86

GOJYOKAI 
NEWS
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支出

179,796,404円
合計

平成27年度 決算概要
去る6月10日に開催されました理事会並びに評議員会において、

平成27年度決算が承認されましたので、その概要についてお知らせいたします。

　
こ
の
経
理
は
、
会
員
及
び
被
扶

養
者
に
対
し
、①
給
付
事
業
（
入

院
見
舞
金
、
結
婚
祝
金
、
育
児
休

業
一
時
金
等
）②
厚
生
事
業
（
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
夏
期
保

養
施
設
、
文
化
教
養
講
座
の
開
催

等
）③
助
成
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
、

保
養
所
利
用
、
結
婚
旅
行
助
成
等
）

④
公
益
目
的
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。　

  

給
付
事
業

　入
院
見
舞
金
に
五
百
四
十
七
万

円
、
育
児
休
業
一
時
金
に
千
三
十

万
円
、
永
年
会
員
祝
金
に
五
百
八

十
五
万
円
、
退
職
餞
別
金
に
九
百

六
十
万
円
、
そ
の
他
の
給
付
と
合

わ
せ
ま
し
て
約
四
千
三
百
六
十
九

万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し

ま
す
と
約
八
十
二
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。 

　

  

厚
生
事
業

　ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
退

職
予
定
者
を
対
象
に
年
金
等
の
個

人
相
談
会
の
開
催
、
夏
期
保
養
施

設
の
開
設
、ま
た
、銀
婚
該
当
会
員
、

現
職
会
員
期
間
が
二
十
年
（
特
別

職
は
八
年
）
以
上
で
退
職
さ
れ
た

方
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を
贈
呈
す

る
な
ど
、
厚
生
事
業
全
体
の
支
出

は
約
千
九
百
九
十
一
万
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
約
二
十
五
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

  

助
成
事
業

 

　
会
員
及
び
被
扶
養
者
の
人
間
ド

ッ
ク
受
検
費
用
の
一
部
助
成
、
ホ

テ
ル
千
秋
閣
や
県
内
の
指
定
公
営

宿
泊
、
県
外
の
宿
泊
施
設
の
宿
泊

料
の
一
部
助
成
等
、
助
成
事
業
全

体
の
支
出
は
約
六
千
三
十
三
万
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

十
四
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

  

公
益
目
的
事
業

 

　
一
般
財
団
法
人
と
し
て
行
う
公

益
目
的
事
業
は
、昨
年
五
月
に
「
サ

イ
エ
ン
ス
と
く
し
ま
電
子
版
」
を

県
内
の
中
学
校
等
に
寄
贈
し
、
作

成
費
用
と
し
て
約
七
百
十
万
円
を

支
出
し
ま
し
た
。

　
給
付
・
厚
生
・
助
成
・
公
益
目

的
事
業
費
用
に
管
理
費
等
そ
の
他

の
費
用
を
合
わ
せ
、
退
職
餞
別
金

引
当
金
、
退
職
記
念
品
引
当
金
の

積
増
を
行
っ
た
結
果
、
支
出
総
額

は
約
一
億
七
千
九
百
七
十
九
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
収
入
に
お
き
ま
し
て
は
、

会
員
数
の
減
少
に
よ
り
掛
金
・
補

助
金
収
入
は
約
一
億
五
千
八
百
五

十
四
万
円
と
な
り
、
利
息
及
び
配

当
金
等
の
そ
の
他
収
入
と
合
わ
せ
、

退
職
餞
別
金
引
当
金
、
退
職
記
念

品
引
当
金
、
公
益
目
的
事
業
引
当

金
の
戻
入
を
行
っ
た
結
果
、
収
入

総
額
は
約
一
億
八
千
五
百
四
十
六

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
支
決
算
の
結
果
、
当
期
利
益

金
と
し
て
約
五
百
六
十
七
万
円
が

生
じ
ま
し
た
。
当
該
利
益
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
前
年
度
よ
り
繰
越

し
て
お
り
ま
す
不
足
金
補
て
ん
積

立
金
に
充
当
処
分
し
、
平
成
二
十

八
年
度
の
不
足
金
補
て
ん
積
立
金

は
約
一
億
六
千
八
百
八
十
二
万
円

と
な
り
ま
す
。

　
　
　

 

　
こ
の
経
理
は
会
員
に
対
す
る
貸

付
事
業
と
各
種
保
険
の
取
扱
を
行

う
経
理
で
す
。
本
年
度
の
支
出
は

一
般
経
理
か
ら
の
借
入
金
に
対
す

る
支
払
利
息
及
び
管
理
費
等
と
合

わ
せ
て
、
約
千
五
百
三
十
二
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
収
入
に
つ

い
て
は
、
会
員
貸
付
金
に
対
す
る

利
息
収
入
、
共
済
フ
ァ
ミ
リ
ー
保

険
等
の
保
険
取
扱
い
に
よ
る
手
数

料
収
入
と
そ
の
他
収
入
と
合
わ
せ

て
千
七
百
三
万
円
余
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
当
期
利
益
金
と
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、
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九
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し
た

の
で
、
前
年
度
か
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し
て
い
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不
足
金
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て
ん
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立
金
に
充
当

処
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し
、
次
年
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に
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越
す
不
足

金
補
て
ん
積
立
金
は
、
約
千
三
百

八
十
七
万
円
と
な
り
ま
す
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給付費
43,688,400円

厚生事業費
19,914,258円

助成費
60,335,738円

退職餞別金
引当金積増
6,370,000円

退職記念品
引当金積増
4,453,556円

次年度繰越
支払準備金
5,681,000円

職員給与及び事務費
17,333,925円

公益目的事業費
7,100,166円

その他の支出
14,919,361円

6,734人

6,890人
（平成28年3月末現在）

14件

6件

20件
（平成28年3月末現在）

一般経理の状況会員数等の状況

会員貸付金の状況
収入

185,466,156円
合計

掛金
78,895,189円

補助金
79,646,189円

退職餞別金
引当金戻入
7,950,000円

退職記念品引当金戻入
5,613,556円

利息及び配当金等
706,056円

公益目的事業引当金戻入
7,100,166円

前年度繰越支払準備金
5,555,000円
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現職会員数

被扶養者数

貸付種別 件  数 会員貸付金残高

住宅貸付

一般貸付

合　　計

27,048,401円

1,971,721円

29,020,122円

1
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　一般財団法人として行う平成28年度の公益目的

事業については、防災事業と防災教育を実施して

おります。

　防災事業については、6月23日に海部郡美波町

山河内玉厨子山、24日は那賀町木頭出原ウスロ山、

那賀町木沢掛盤字北浦の３ヶ所を、美波町を含む

県南の３町や那賀町各支所の防災担当職員の方に

ご案内いただき、アマチュア無線中継局（レピータ局）

の設置条件や電波状況等を、アイコム（株）の技術

者が調査を行いました。

　今後、徳島大学教授、県危機管理部防災担当、

アマチュア無線連盟、公益社団法人徳島県建築士

協会等の有識者で推進委員会を立ち上げ、その調査

結果に基づき、設置場所の選定や運用方針を答申

していただき、今年度中にレピータ局を開設したいと

考えております。

　防災教育については、7月30日・31日にアマチュア

無線技士養成の講習会・修了試験をホテル千秋閣

で実施いたします。先般、受講者を募集したところ、

40名余りの応募が有りました。残念ながら小・中学

生の方の応募は少数でしたが、通信・電気等に興味

を持ってもらう教育の一環とするとともに、アマチュア

無線の普及を図ることを目的に、来年度もアマチュア

無線技士養成の講習会・修了試験を、実施したいと

考えております。

　この、防災関連事業については、将来発生が予想

される南海トラフ地震等の非常時・災害時等に、県民

の尊い生命や財産を守る、情報の収発信手段と

なるよう推進して参りますので、会員の皆様のご理解

とご協力をお願い申し上げます。

　去る６月１０日にホテル千秋閣で開催されました

理事会・評議員会において、次の案件について審議

した結果、原案のとおり承認及び議決されました。

　　

公益目的事業の進捗状況

理事会・評議員会からのお知らせ

那賀町木頭出原ウスロ山電波調査

互助会事業予定のご案内

『生きがい設計 （ゆたかな時をすごす）』
生きがい・健康・家庭経済の３要素を見つめ、
今後の豊かで実りある生涯生活設計についての講演を行います。

『家庭経済設計』
年金・医療保険から資産運用まで、
幅広く退職後の家庭経済設計についての講演を行います。 

『概要説明』
退職手当・年金制度・退職後の
医療保険制度等の概要について

  

研修内容

開催日
対象者

2016年7月2016年7月

50歳以上の会員を対象に、退職後のゆとりある
生活の実現と生きがいの確保、健康づくり等に
資するための講座（退職準備型ライフプランセミナー）を
2日に分けて開催いたします。

ライフプランセミナー

※勤務等の都合により指定日に参加できない場合は、日程調整いたします。

■会　場／ホテル千秋閣 
ライフプランセミナー・個人相談会・文化教養講座は
ホテル千秋閣で開催いたします。

■申込先／所属所担当課
現在セミナー・相談会の受講者を募集しております。
希望者は所属所担当課までお申込みください。

受講者
募集中

◆会　長　坂口　博文 （那賀町長）
◆ 副会長　後藤　正和 （神山町長）

① 平成２７年度決算の認定について
② 代表理事（会長・副会長）の選定について
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阿南市、阿波市、吉野川市、美馬市および三好市に
勤務されている会員

8月18日（木）

鳴門市、小松島市及び上記以外の町村および一部事務組合に
勤務されている会員

8月19日（金）

100名程度

100名程度
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　一般財団法人として行う平成28年度の公益目的

事業については、防災事業と防災教育を実施して

おります。

　防災事業については、6月23日に海部郡美波町

山河内玉厨子山、24日は那賀町木頭出原ウスロ山、

那賀町木沢掛盤字北浦の３ヶ所を、美波町を含む

県南の３町や那賀町各支所の防災担当職員の方に

ご案内いただき、アマチュア無線中継局（レピータ局）

の設置条件や電波状況等を、アイコム（株）の技術

者が調査を行いました。

　今後、徳島大学教授、県危機管理部防災担当、

アマチュア無線連盟、公益社団法人徳島県建築士

協会等の有識者で推進委員会を立ち上げ、その調査

結果に基づき、設置場所の選定や運用方針を答申

していただき、今年度中にレピータ局を開設したいと

考えております。

　防災教育については、7月30日・31日にアマチュア

無線技士養成の講習会・修了試験をホテル千秋閣

で実施いたします。先般、受講者を募集したところ、

40名余りの応募が有りました。残念ながら小・中学

生の方の応募は少数でしたが、通信・電気等に興味

を持ってもらう教育の一環とするとともに、アマチュア

無線の普及を図ることを目的に、来年度もアマチュア

無線技士養成の講習会・修了試験を、実施したいと

考えております。

　この、防災関連事業については、将来発生が予想

される南海トラフ地震等の非常時・災害時等に、県民

の尊い生命や財産を守る、情報の収発信手段と

なるよう推進して参りますので、会員の皆様のご理解

とご協力をお願い申し上げます。

　去る６月１０日にホテル千秋閣で開催されました

理事会・評議員会において、次の案件について審議

した結果、原案のとおり承認及び議決されました。

　　

公益目的事業の進捗状況

理事会・評議員会からのお知らせ

那賀町木頭出原ウスロ山電波調査

互助会事業予定のご案内

『生きがい設計 （ゆたかな時をすごす）』
生きがい・健康・家庭経済の３要素を見つめ、
今後の豊かで実りある生涯生活設計についての講演を行います。

『家庭経済設計』
年金・医療保険から資産運用まで、
幅広く退職後の家庭経済設計についての講演を行います。 

『概要説明』
退職手当・年金制度・退職後の
医療保険制度等の概要について

  

研修内容

開催日
対象者

2016年7月2016年7月

50歳以上の会員を対象に、退職後のゆとりある
生活の実現と生きがいの確保、健康づくり等に
資するための講座（退職準備型ライフプランセミナー）を
2日に分けて開催いたします。

ライフプランセミナー

※勤務等の都合により指定日に参加できない場合は、日程調整いたします。

■会　場／ホテル千秋閣 
ライフプランセミナー・個人相談会・文化教養講座は
ホテル千秋閣で開催いたします。

■申込先／所属所担当課
現在セミナー・相談会の受講者を募集しております。
希望者は所属所担当課までお申込みください。

受講者
募集中

◆会　長　坂口　博文 （那賀町長）
◆ 副会長　後藤　正和 （神山町長）

① 平成２７年度決算の認定について
② 代表理事（会長・副会長）の選定について
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阿南市、阿波市、吉野川市、美馬市および三好市に
勤務されている会員

8月18日（木）

鳴門市、小松島市及び上記以外の町村および一部事務組合に
勤務されている会員

8月19日（金）

100名程度

100名程度
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地方公共団体職員（公務員）や首長の皆様が、公務員としての職務につき
行った行為（職務）に起因して住民訴訟および民事訴訟などその他の損
害賠償請求がなされた場合の、法律上の損害賠償金と訴訟費用（弁護
士費用、訴訟費用）をお支払します。

平成28年9月1日～平成29年9月1日（1年間）

現在募集中であり、平成28年8月12日（金）が、9月1日補償開始に対する
締切となります。また、毎月中途加入についても受付を行います。
補償内容、保険料等の詳細については、当会までご照会ください。

保険料については、平成28年11月給与より控除いたします。

夢のホールインワンから練習、プレー中の思わぬ事故やケガ、
またゴルフ用品の損害についても保険金をお支払します。

平成29年1月1日～平成30年1月1日（1年間）

保険内容、保険料等については、平成28年10月中旬に所属所担当課
を通じてご案内いたします。

保険料については、平成28年12月給与より控除いたします。

公務員賠償責任保険

平成28年度、平成29年度に退職を予定されている会員を対象に、
年金制度・健康保険・退職手当等の個人相談会を開催いたします。

個人相談会銀婚祝品の贈呈

募集

同じ絵柄のプリントを数枚パーツごとにカットし、貼り重ねて
立体感のある絵に仕上げるのがシャドーボックスの魅力です。

11月12日（土）
11月19日（土）

シャドー・ボックス講座

銀婚を迎えられた会員に、
当会の厚生事業の一環として祝品をお贈りいたします。

該当要件 ご夫婦とも健在であり、平成28年4月1日から平成29年3月31日までの間に、婚姻25周年
を迎えられる会員。（平成3年4月1日から平成4年3月31日までに婚姻された会員）
なお、内縁期間については、所属所長が認めたところによることとします。  

該当者の調査 所属所担当課を通じて、8月中旬に該当会員を調査します。

祝品贈呈 銀婚祝品カタログよりご希望の品を一品お選びいただき、お申込みいただきます。
銀婚祝品カタログを10月上旬に該当会員に送付し、祝品についてはお申込み後、
宅配便等でお届けいたします。

団体ゴルファー保険

8月22日（月）
8月23日（火）
8月24日（水）
8月25日（木）
8月26日（金）
8月29日（月）
8月30日（火）
8月31日（水）

鳴門市・小松島市内の所属所
阿南市内の所属所 
勝浦郡・名東郡・名西郡内の所属所
那賀郡・海部郡内の所属所
吉野川市・板野郡内の所属所
阿波市・美馬市内の所属所
三好市・東みよし町・つるぎ町内の所属所
予備日

開催日 対象所属所

講座名

会員とそのご家族の文化・教養を高めることを目的に下記の講座を
開催いたします。開催のご案内については、9月中旬に行います。

文化教養講座

定員開催日

山野に自生のアケビかずらを使い、楽しく簡単に、
オンリーワンの「手提げバック」を作りましょう。

11月12日（土）
11月19日（土）

かずら工芸講座

パンジー、ビオラを使った美しい「ハンギングバスケット」を
作りましょう。

11月12日（土）
11月19日（土）

ハンギングバスケット講座

本格的な和食会席料理・西洋コース料理を召し上がりながら、
楽しくテーブルマナーを習得しましょう。

11月12日（土）
11月19日（土）

テーブルマナー講座

補償内容

保険期間

募集期間 

保険料控除 

補償内容

保険期間

募集期間 

保険料控除 

SＪＮＫ16-02598

各日
15名

各日
20名

各日
30名

各日
48名

※申込み状況等により、相談日等を調整させていただく場合があります。 
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互助会事業予定のご案内2016年7月2016年7月

■参加負担金/1名 １,000円 （テーブルマナー講座のみ2,000円）

1

1

1

2

3

4

2

3

4

2

3

結
婚
25
周
年

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

56



地方公共団体職員（公務員）や首長の皆様が、公務員としての職務につき
行った行為（職務）に起因して住民訴訟および民事訴訟などその他の損
害賠償請求がなされた場合の、法律上の損害賠償金と訴訟費用（弁護
士費用、訴訟費用）をお支払します。

平成28年9月1日～平成29年9月1日（1年間）

現在募集中であり、平成28年8月12日（金）が、9月1日補償開始に対する
締切となります。また、毎月中途加入についても受付を行います。
補償内容、保険料等の詳細については、当会までご照会ください。

保険料については、平成28年11月給与より控除いたします。

夢のホールインワンから練習、プレー中の思わぬ事故やケガ、
またゴルフ用品の損害についても保険金をお支払します。

平成29年1月1日～平成30年1月1日（1年間）

保険内容、保険料等については、平成28年10月中旬に所属所担当課
を通じてご案内いたします。

保険料については、平成28年12月給与より控除いたします。

公務員賠償責任保険

平成28年度、平成29年度に退職を予定されている会員を対象に、
年金制度・健康保険・退職手当等の個人相談会を開催いたします。

個人相談会銀婚祝品の贈呈

募集

同じ絵柄のプリントを数枚パーツごとにカットし、貼り重ねて
立体感のある絵に仕上げるのがシャドーボックスの魅力です。

11月12日（土）
11月19日（土）

シャドー・ボックス講座

銀婚を迎えられた会員に、
当会の厚生事業の一環として祝品をお贈りいたします。

該当要件 ご夫婦とも健在であり、平成28年4月1日から平成29年3月31日までの間に、婚姻25周年
を迎えられる会員。（平成3年4月1日から平成4年3月31日までに婚姻された会員）
なお、内縁期間については、所属所長が認めたところによることとします。  

該当者の調査 所属所担当課を通じて、8月中旬に該当会員を調査します。

祝品贈呈 銀婚祝品カタログよりご希望の品を一品お選びいただき、お申込みいただきます。
銀婚祝品カタログを10月上旬に該当会員に送付し、祝品についてはお申込み後、
宅配便等でお届けいたします。

団体ゴルファー保険

8月22日（月）
8月23日（火）
8月24日（水）
8月25日（木）
8月26日（金）
8月29日（月）
8月30日（火）
8月31日（水）

鳴門市・小松島市内の所属所
阿南市内の所属所 
勝浦郡・名東郡・名西郡内の所属所
那賀郡・海部郡内の所属所
吉野川市・板野郡内の所属所
阿波市・美馬市内の所属所
三好市・東みよし町・つるぎ町内の所属所
予備日

開催日 対象所属所

講座名

会員とそのご家族の文化・教養を高めることを目的に下記の講座を
開催いたします。開催のご案内については、9月中旬に行います。

文化教養講座

定員開催日

山野に自生のアケビかずらを使い、楽しく簡単に、
オンリーワンの「手提げバック」を作りましょう。

11月12日（土）
11月19日（土）

かずら工芸講座

パンジー、ビオラを使った美しい「ハンギングバスケット」を
作りましょう。

11月12日（土）
11月19日（土）

ハンギングバスケット講座

本格的な和食会席料理・西洋コース料理を召し上がりながら、
楽しくテーブルマナーを習得しましょう。

11月12日（土）
11月19日（土）

テーブルマナー講座

補償内容

保険期間

募集期間 

保険料控除 

補償内容

保険期間

募集期間 

保険料控除 

SＪＮＫ16-02598

各日
15名

各日
20名

各日
30名

各日
48名

※申込み状況等により、相談日等を調整させていただく場合があります。 

2016.7  No.86

GOJYOKAI 
NEWS

互助会事業予定のご案内2016年7月2016年7月

■参加負担金/1名 １,000円 （テーブルマナー講座のみ2,000円）

1

1

1

2

3

4

2

3

4

2

3

結
婚
25
周
年

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
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平
成
27
年
10
月
、
那
賀

町
は
「
徳
島
ド
ロ
ー
ン
特
区
」

に
認
定
さ
れ
て
以
来
、「
日

本
一
ド
ロ
ー
ン
が
飛
ぶ
町

に
!!
」
を
合
言
葉
に
、
安
全

で
安
心
な
ド
ロ
ー
ン
の
利
活

用
に
よ
る
〞ま
ち
お
こ
し″

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
加
速
す
る
人
口
減
を
食
い

止
め
る
施
策
の
一
環
と
し
て
、

四
季
折
々
に
変
化
す
る
美
し

い
大
自
然
を
織
り
交
ぜ
、
町

が
推
進
す
る
ま
ち
お
こ
し
施

策
を
リ
ア
ル
に
紹
介
し
な
が

ら
、「
行
っ
て
み
た
い
・
住
ん

で
み
た
い
が
想
像
で
き
る
」
を

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
那
賀
町

Ｐ
Ｒ
ド
ラ
マ『
若
葉
の
こ
ろ
に
』

の
制
作
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
都
会
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
た

町
出
身
の
主
役
男
性
が
、
実

在
す
る
新
設
の
ド
ロ
ー
ン
推

進
室
に
配
属
さ
れ
、
ド
ロ
ー

ン
レ
ー
ス
大
会
の
計
画
や
ド

ロ
ー
ン
の
林
業
活
用
を
進
め
る

と
同
時
に
、
移
住
し
て
き
た

親
子
と
の
ふ
れ
あ
い
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
ド
ロ
ー
ン
が

持
つ
映
像
の
可
能
性
を
活
か

し
た
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
ド
ラ
マ
の
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
は
８
月
の
予
定
で
、完
成
後
、

県
内
の
全
16
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
視
聴
で
き
る
「
け
ー
ぶ
る

12
」
で
放
送
す
る
ほ
か
、
日

本
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
連
盟
に

依
頼
し
首
都
圏
を
中
心
に
全

国
配
信
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
ド
ラ
マ
企
画
制

作
の
ね
ら
い
は
、
放
映
の
み

な
ら
ず
制
作
発
表
か
ら
始
ま

る
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
も
大

き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。
徳
島
県
内
外
を
問

わ
ず
全
国
か
ら
の
関
心
の
ボ

ル
テ
ー
ジ
を
段
階
的
に
上
げ

て
い
き
、「
徳
島
ド
ロ
ー
ン
特

区
」
と
し
て
の
取
り
組
み
を

幅
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
増
加
、Ｕ

Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
視
聴
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

徳島点描

平成28年7月発行
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平成27年度 決算概要

互助会
ニュース

GOJ YOKAI  NEWS

公益目的事業の進捗状況
理事会・評議員会からのお知らせ 

互助会事業予定のご案内

銀婚祝品の贈呈について

2016.7

86No.

GOJYOKAI  NEWS

2016.7

徳島県版ドローン特区那賀町ＰＲドラマ
『若葉のころに』

徳島県版
ドローン特区那賀町ＰＲドラマ
『若葉のころに』

86No.

①キャスト発表会見（地域交流センター）   ②ドローンレース操縦席（クラブコルツ）   ③主人公の子ども時代（町内山林）
④主人公の子ども時代（那賀川）   ⑤拓也との出逢い（徳島阿波おどり空港）
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